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令
和
６
年
度
ス
タ
ー
ト 

会 
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あ 
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さ 
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真
人
地
区
町
内
会
長
協
議
会 

 
 
   

 
 

会
長 

瀧
澤 

功 

  

日
頃
よ
り
真
人
地
区 

町
内
会
長
協
議
会
へ
の 

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上 

げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
付
け 

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
感
染
防
止
策
を
と 

り
各
人
そ
れ
ぞ
れ
に
注
意
を
し
て
い
た
だ 

き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
当
協
議
会
で
は
各
町
内
会
長
を 

先
頭
に
、
地
域
内
の
諸
活
動
を
行
っ
て
い 

ま
す
。
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
各
町
内 

の
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
行
政
と
連 

絡
を
と
り
少
し
ず
つ
改
良
、
改
善
に
努
め 

て
い
ま
す
。 

県
道
（
小
千
谷
～
十
日
町
～
津
南
線
）
で 

は
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、 

芋
坂
バ
ス
停
付
近
の
拡
幅
が
６
月
末
に
終 

了
す
る
予
定
で
す
。
長
年
の
懸
案
事
項
が 

一
つ
解
決
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
お
隣 

の
川
西
橘
地
区
と
一
緒
に
運
動
を
し
て
ま 

い
り
ま
し
た
「
取
安
橋
」
の
架
け
替
え
に 

向
け
て
前
進
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
り
ま 

す
。
少
し
で
も
早
く
着
工
さ
れ
る
よ
う
に 

お
願
い
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
北
山
地
内
の 

白
倉
線
に
つ
い
て
も
継
続
で
工
事
が
続
い 

て
い
ま
す
。
道
路
改
良
は
今
後
も
要
望
し 

続
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で 

す
。 次

に
、
真
人
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る 

こ
と
は
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
民
生 

委
員
や
各
町
内
会
長
さ
ん
が
町
内
の
状
況 

を
把
握
し
、
見
守
り
を
心
が
け
て
く
れ
て 

い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に 

は
隣
近
所
で
お
互
い
に
出
来
る
範
囲
の
手 

助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
誰
も
が
慣
れ
親 

し
ん
だ
故
郷
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を 

望
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
県
の
事
業
で
あ
り
ま
す
農
村 

集
落
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
一
つ
と
し
て
、 

買
い
物
・
移
動
支
援
策
や
郷
土
料
理
等
に 

取
り
組
み
ま
し
た
。
広
報
紙
に
詳
し
く
掲 

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

今
年
度
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
が
、 

で
き
る
だ
け
広
範
囲
の
方
々
か
ら
携
わ
っ 

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

こ
こ
に
住
む
人
が
自
分
達
で
行
動
す
る
こ 

と
が
活
性
化
へ
の
一
番
の
近
道
で
す
。 

ま
も
な
く
春
の
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
無
理
す
る
こ 

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

本
年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た 

だ
き
、
諸
事
業
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す 

と
と
も
に
、
大
き
な
災
害
が
な
い
こ
と
を 

願
う
も
の
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

 

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
っと
! 

 

自
分
た
ち
で
話
し
・
決
め
て 

自
分
た
ち
で
実
践
す
る
!! 

【
R
６
年
度 

町
内
会
長
】 

  

新
年
度
の
各
町
内
会
長
を
含
め
た
役
員 

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

協
議
会
顧
問 

田
中 

淳 

 

協
議
会
会
長 

瀧
澤 

功 

上
沢 

高
塩
秋
雄 

万 

年 

引
馬
茂
夫 

栗
山 

藤
巻
良
太 

干 

三 

羽
鳥
勝
弥 

本
村 

大
窪
栄
保 

源
藤
山 

星
野 

博 

中
山 

滝
沢 

強 

石
名
坂 

藤
巻
尚
郎 

芋
坂 

大
渕 

正 

時
之
島 

阿
部
秀
之 

若
栃 

保
科 

学 

市
之
沢 

渡
辺
幸
一 

北
山 

樋
口
紀
和 

山
新
田 

渡
部
寛
明 

芹
久
保 

永
井
尚
夫 

(

順
不
同) 

 

南
部
地
域
町
内
会
長
連
絡
協
議
会 

 
 

協
議
会
顧
問 

 

田
中 

淳 

 
 

協
議
会
会
長 

 

関 

孝
一 (

塩
殿) 

 
 

協
議
会
副
会
長 

瀧
澤 

功 

 

【 

市
制
施
行
七
十
周
年
】 

  

小
千
谷
市
制
七
十
周
年
記
念
式
典
・
祝 

賀
会
が
５
月
１
日
に
、
記
念
式
典
は
小
千 

谷
市
民
会
館
、
祝
賀
会
は
小
千
谷
市
総
合 

産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま 

す
。
な
お
、
式
典
に
先
立
っ
て
令
和
６
年 

の
町
内
会
長
会
議
が
同
市
民
会
館
を
会
場 

に
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
各
町
内
会
長
、
田
中
市
議
会
議 

員
、
瀧
澤
真
人
町
里
地
振
興
協
議
会
長
協 

議
会
会
長
は
招
待
者
と
し
、
記
念
式
典
及 

び
祝
賀
会
に
出
席
の
予
定
で
す
。 

 

な
お
、
七
十
周
年
の
特
別
表
彰
と
し
、 

羽
鳥
正
一
氏(

中
山)

が
長
年
の
消
防
団
並 

び
に
特
別
消
防
団
活
動
の
功
績
に
よ
り
表 

彰
さ
れ
ま
す
。 

詳
細
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 

 

南
小
・
中
学
校 

R
６
年
度
転
入
職
員 

   

４
月
の
教
職
員
の
人
事
異
動
で
新
た
に
転 

入
と
な
り
ま
し
た
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま 

す
。 

 

南
小
学
校 

 

校
長 

郷 

正
樹(

小
千
谷
小) 

 

教
諭 

水
口
正
則(

千
田
小) 

 

教
諭 

岩
井 

純(

魚
沼
・
宇
賀
地
小) 

 

教
諭 

島
田 

響(

新
採
用) 

  

南
中
学
校 

 

教
頭(

社
会) 

今
井 

基
春 

(

湯
沢
・
湯
沢
中) 

 

教
諭(

保
体) 

涌
井 

満
喜
子 

(

十
日
町
・
水
沢
中) 

 

教
諭(

英
語) 

加
藤 

大
輔 

(

柏
崎
・
第
三
中) 

 

 

調
理
員 

 
  

水
落 

保
子(

小
千
谷
小) 

 

岩
沢
保
育
園
人
事
異
動 

  

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
岩
沢
保
育 

園
の
転
入
・
転
出
者
に
つ
い
て
お
知
ら
せ 

し
ま
す
。 

 

○
転
入
者 

 

保
育
園
長 

太
刀
川 

真
理
子(

北
保) 

 

主 

査 
 

山
田 

香
代
子(

南
保) 

 

保
育
士 

 

丸
山 

愛
莉(

わ
か
ば
保) 

  

○
転
出
者 

 

保
育
園
長 ( 

岡
本 

淑
子 ) 

 

(

退
職
／
再
雇
用 

北
保) 

 

主 

査 
 

内
山 

美
和 

(

吉
谷
保
／
特
命
主
査
昇
任) 

 
保
育
士 

 

山
崎 

優
花(

南
保) 

 
 

 
  

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン 

実
践
２
年
目
突
入 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会 

  

１０
年
後
を
見
据
え
た
真
人
里
地
地
区
の 

将
来
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
昨
年
度
か
ら
新 

潟
県
の
補
助
事
業
「
農
村
集
落
の
新
た
な 

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
活
用
し
、
ま
ず
は 

「
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と 

実
証
実
験
な
ど
を
含
め
た
取
り
組
み
を
進 

め
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
補
助
事
業
の
金
額
も
少
な
く
、
２ 

年
間
の
支
援
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も 

プ
ラ
ン
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行 

う
こ
と
で
、
内
容
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。 

 

プ
ラ
ン
の
実
践
工
程
も
中
期
・
後
期
の 

目
標
に
向
け
、
具
体
的
な
活
動
へ
と
移
行 

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た 

だ
き
、
実
践
へ
の
活
動
に
参
画
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

 

当
面
の
具
体
的
な
課
題
解
決
と
し
た 

「
移
動
・
買
物
支
援
」
に
つ
き
ま
し
て 

は
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
を
深
め 

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

           

も
っと 

ホ
ッ
ト
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 地
域
の
人
口
は 

 

小
千
谷
市
と
真
人
町
地
域
の
住
民
基
本 

台
帳
登
載
に
よ
る
令
和
５
年
度
末
人
口
デ 

ー
タ
を
提
供
い
た
だ
き
、
数
値
を
見
え
る 

化
し
て
み
ま
し
た
。
来
年
は
国
勢
調
査
の 

年
と
も
な
り
、
そ
の
後
デ
ー
タ
も
公
表
さ 

れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
地
域
の
人
口
減 

少
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

図
１
、
並
び
に
図
２
は
小
千
谷
市
の
令 

和
５
年
度
末
の
人
口
で
す
。
２０
代
と
３０ 

 

                            

代
の
人
口
は
市
外
へ
流
失
で
減
少
し
て
い 

ま
す
。
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
人
数
が
少 

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
１４
歳
以
下
の 

割
合
は
約
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

図
３
か
ら
図
５
は
他
の
機
関
の
デ
ー
タ 

を
利
用
し
て
見
え
る
化
し
ま
し
た
。 

図
３
と
図
４
は
２
０
２
０
年
か
ら
３０
年
後 

の
２
０
５
０
年
ま
で
を
推
計
し
て
い
ま 

す
。
人
口
は
１
３
３
８
２
人
減
で
約
４０
％

の
減
少
を
推
計
し
て
い
ま
す
。 

                               

【 

真
人
地
区
で
は 

】 
                  

図
５
で
見
る
真
人
地
区
で
は
、
特
に
４５

歳
未
満
の
人
口
が
少
な
く
、
更
に
２０
代
か 

ら
３０
代
半
ば
ま
で
の
減
少
が
著
し
い
状
況 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者
の
流
出
と
晩 

婚
・
非
婚
化
で
子
供
の
減
少
が
顕
著
に
な 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
高
齢
者
数 

は
９０
代
半
ば
ま
で
安
定
し
て
い
ま
す
が
、 

後
期
高
齢
者
を
迎
え
た
男
性
の
７５
歳
以
降 

の
減
少
も
特
徴
的
と
な
っ
て
ま
す
。 

             

 

超 

少 

子 

高 

齢 

化 

が 

進 

む
 !! 

図
６
で
は
、
１５
歳
未
満
人
口
、
生
産
人 

口
、
高
齢
者
人
口
別
に
表
し
ま
し
た
。 

真
人
地
区
で
は
、
超
少
子
高
齢
化
が
進 

み
、
令
和
５
年
度
末
に
は
高
齢
者
人
口
が 

生
産
年
齢
人
口
を
上
回
り
、
高
齢
化
率
も 

48

.5

%
と
半
数
に
近
い
事
と
な
り
ま
し 

た
。
ま
た
、
１５
歳
未
満
の
人
口
は
小
千
谷 

市
の
10

.1

％
を
下
回
る
６．４

%
と
極
め 

て
少
な
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
口
構
成
の
経
過 

  

図
６
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
構
成
に
つ
い 

て
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
経
過
を
図
７
で 

比
較
し
て
み
ま
し
た
。 

 

１５
歳
未
満
人
口
で
は
、
１２
年
前(

平
成 

２２
年
度
末)

か
ら
５５
人
の
減
少
で
約
半
減 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人 

口
も
48
％
と
急
激
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま 

す
。
こ
の
若
者
の
流
失
に
よ
る
減
少
な
ど 

か
ら
、
極
端
な
超
少
子
化
と
な
っ
て
高
齢 

者
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
で
、
高
齢
化
率 

が
嵩
む
こ
と
に
な
り
、
概
ね
二
人
に
一
人 

は
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。 

                  

真
人
町
の
人
口
推
計 

  

図
８
で
は
過
去
の
国
勢
調
査
数
値
を
活 

用
し
、
令
和
２
年
の
１０
年
後
、
１５
年
後 

の
真
人
町
の
人
口
推
計
し
た
結
果
で
す
。 

こ
れ
は
す
で
に
会
報
誌
で
も
お
伝
し
ま
し 

た
が
、
改
め
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
人
口
推
計
を
想
定
通
り
と
受
け
取 

る
の
か
、
現
状
を
認
識
し
な
が
ら
ワ
ガ
ゴ 

ト
と
し
て
捉
え
、
様
々
な
地
域
課
題
に
対 

し
て
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
・
・
・ 

 

行
政
任
せ
や
人
任
せ
で
な
く
、
１０
年
後 

を
見
据
え
た
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
に
向 

け
た
取
り
組
み
に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん 

か
。 

 

ま
た
、
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
自
ら
活 

動
を
立
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
で
し
ょ
う 

か
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

                    

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
っと
! 

１２年で半減

(▲５５人) 

減少は少ないが確

実に高齢化率がUP 

48.5% (12..8%増 ) 

高齢者人口が

生産年齢人口

を逆転 

(＋３１人増) 

若者の流失、非婚化など

により１２年で急激な減

少(▲48%) 

30% 20% 40% 20%

79.4% 34.7% 73.4% 26.1%

34.6% 30.9% 54.2% 28.5%

41.9% -11.0% 51.7% 17.9%

-7.0% 18.8% 6.7% 10.5%

-46.0% 1.0% 40.6% -2.2%

高齢者率 33.8% 39.0% 44.4% 50.3% 53.4%

85歳～

(B)

54 100 99 70 72

75歳～
264 284 239 224 203

65～74歳
264 186 209 138 117

15～64歳

(A)

860 639 488 316 246

0～14歳
174 97 72 42 33

2035年(F)

令和17年

合計
1,562 1,206 1,008 720 599

合計
2005年(A)

平成１7年

2015年(B)

平成２7年

2020年(C)

令和  ２年

2030年(D)

令和12年

真人町人口推計
実績(青枠)は国勢調査数値 赤枠は推計値 

国立社会保障・人口問題研究所データ 

国立社会保障・人口問題研究所データ 
３０年間で 

５６.３%:減 

▲49.0 %: ▲19.2 %: 

図1 図2 

図3 

図4 

図5 

図5 図6 

図7 

図8 

▲13,382人 

▲ 39 % 

中学生15人 

小学生27人 

保育園児9人 

未満児 7人 



真人地区町内会長協議会会報 第６１号（令和 ６年４月２５日） 

 

 

 

 

 

 

買
い
物
支
援 

ア
シ
ス
ト
冊
子
配
布 

 
 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会 

  

真
人
里
地
振
興
協
議
会
が
事
業
主
体
と 

な
り
、
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会
が 

進
め
て
き
た
買
い
物
支
援
と
な
る
「
買
物 

ア
シ
ス
ト
冊
子
」
が
３
月
末
に
納
品
さ 

れ
、
４
月
の
会
報
誌
配
布
時
に
真
人
地
区 

全
戸
に
配
布
を
し
ま
し
た
。 

                   

 

冊
子
の
中
に
は
、
移
動
販
売
車
の
情
報 

や
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
、
宅
配
、
宅
配
食
を
紹 

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
食
と
し 

て
そ
ば
割
烹
ま
る
い
ち
、
と
う
ふ
工
房
豆 

ノ
助
、
民
宿
お
っ
子
の
木
に
つ
い
て
も
掲 

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
面
の
保
存
版
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ 

い
。 

 

ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
新
潟
県
長
岡 

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
が
、
先
月 

の
３
月
作
成
と
し
て
「
長
岡
地
域
配
食
サ 

ー
ビ
ス
等
情
報
一
覧
表
【
第
６
版
】」
を
作 

成
し
て
お
り
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
新
た
な
情
報
と
し
て(

株) 

た
か
の
で
は
、
高 

齢
者
向
け
配
食
を 

夕
食(

宅
配
弁
当)

向 

け
に
一
食
６
百
円 

(
税
込)

で
市
内
を
エ 

リ
ア
に
行
っ
て
い 

る
と
の
こ
と
で
し 

た
。
問
合
せ
先
は 

℡
83-

3
3

1
1

と 

な
り
ま
す
。 

ま
た
、
宅
配
ク
ッ
ク
十
日
町
店
で
は
、 

朝
食
、
昼
食
、
夕
食
対
応
で
、
お
か
ず
の 

み
５
７
７
円
～
、
ご

飯
付
６
４
８
円
～
で 

小
千
谷
市
を
エ
リ
ア 

に(

一
部
困
難
地
域
あ 

り)

で
事
業
を
行
っ
て 

い
ま
す
。
問
い
合
わ 

せ
は
℡0

2
5

-7
5

2
- 

3
9

9
2

と
な
り
ま 

す
。
ど
ち
ら
の
宅
配 

も
配
達
料
は
無
料
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
配
達
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
電
話
の

紹
介
に
よ
り
ま
す
と
、
真
人
里
地
の
県
道

沿
い
と
芋
時
地
区
と
な
る
よ
う
で
す
。 

        

こ
ち
ら
の
情
報
は
QR
コ
ー
ド
ま
た
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

〇
長
岡
地
域
地
域
高
齢
者
等
の
食
の
サ
ポ

ー
ト
に
関
す
る
こ
と 

h
ttp

s://w
w

w
.p

ref.n
iig

a
ta

.lg
.jp

/sec/n

a
g
a
ok

a
_k

en
k
ou

/2
0
0
4
1
0
k
ou

reisy
a
s

y
ok

u
.h

tm
l  

 

【
ち
ぢ
み
弁
当
・
夕
食
宅
配
】 

 
 

 
    

小
千
谷
タ
ク
シ
ー(

株) 

問
合
せ 

℡
86-

8

0

4

4 
  

夕
食
宅
配
弁
当
と
し
た
夕
食
ホ
ッ
ト
便

「
ち
ぢ
み
弁
当
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
市
内
を

エ
リ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
ご
は
ん
セ
ッ
ト 

６
６
０
円(

税
込) 

 
お
か
ず
の
み 

 

６
１
０
円(

税
込) 

 

ま
た
、
夕
食
弁
当
と
一
緒
に
簡
単
朝
食

や
生
活
品
を
お
届
け
す
る
「
お
買
物
ら
く

ら
く
便
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

①
朝
食
配
達 

②
日
用
品
・
飲
料
水 

③

買
い
物
代
行 

を
お
弁
当
購
入
し
て
い
た

だ
い
た
方
を
対
象
に
、
①
と
②
は
一
回
の

配
送
料
が
５０
円
で
、
③
の
買
い
物
代
行
の

配
送
料
は
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

受
付
時
間 

月
曜
日
～
金
曜
日 

 
 

 
 

 

９
時
００
分
～
１７
時
００
分 

土
日
・
祭
日
・
年
末
年
始
は
受
付
は
な
し 

 

詳
細
は
電
話
で
直
接
確
認
願
い
ま
す
。 

 

デ
イ
ホ
ー
ム 

 
 

お
花
見
ド
ラ
イ
ブ 

  

４
月
４
日(

木)

と
４
月
９
日(

火)

に
デ
イ 

ホ
ー
ム
恒
例
の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
が
行
わ 

れ
、
新
潟
市
内
方
面
へ
お
出
か
け
し
て
き 

ま
し
た
。 

４
日(

芋
時
・
北
部)

は
桜
が
一
つ
も
咲 

い
て
お
ら
ず
、
９
日(

里
地)

は
桜
は
咲
き 

ま
し
た
が
、
一
日
中
雨
と
い
う
あ
い
に
く 

の
お
天
気
で
し
た
。
で
も
参
加
者
の
皆
さ 

ん
は
笑
顔
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。 

 

内
緒
の
限
定 

ミ
ス
テ
リ
―
ツ
ア
ー 

デ
イ
ホ
ー
ム
ま
っ
と 

  

い
つ
も
デ
イ
ホ
ー
ム
に
参
加
や
協
力
を 

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
感
謝
の
サ
プ
ラ 

イ
ズ
企
画
が
４
月
１２
日(

金)

に
実
施
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

当
日
ま
で
行
先
も
メ
ン
バ
ー
も
内
緒
で 

進
め
ら
れ
、
運
転
手
に
渡
邉
雅
明
氏
、
瀧 

澤
協
議
会
会
長
、
高
塩
秋
雄
デ
イ
ホ
ー
ム 

会
長
に
里
地
、
芋
時
、
北
部
の
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
交
流
も
兼
ね
、
２３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は 

長
岡
方
面 

に

出

か 

け
、
お
天 

気

も

良 

く
、
満
開 

の
桜
も
楽 

し
ん
で
き 

ま
し
た
。 

   

各
種
団
体
会
計
監
査 

 

 

４
月
１５
日(

月)

午
後
か
ら
真
人
里
地
地 

区
に
関
係
す
る
各
種
団
体
の
会
計
監
査
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。
役
職
も
重
複
す
る
方
が 

多
い
た
め
、
効
率
的
な
運
営
と
な
っ
て
い 

ま
し
た
。 

 

審
議
運
営
委
員
会
開
催 

  

公
民
館
真
人
分
館
で
は
、
４
月
１５
日 

(

月)

午
後
７
時
か
ら
分
館
事
業
に
つ
い 

て
、
運
営
委
員
会
を
開
催
し
て
説
明
を
行 

な
い
、
委
員
よ
り
承
認
を
い
た
だ
い
た
。 

 

審
議
会
で
は
運
動
会
事
業
の
取
り
や
め 

た
経
過
な
ど
や

今
年
度
事
業
へ

の

質

問

な 

ど
を
受
け
た
後

に
承
認
が
さ
れ

ま
し
た
。 

な
お
、
分
館
だ

よ
り
で
も
お
知

ら
せ
を
行
う
と

の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら

役
員
体
制
も
変

わ
り
、
新
体
制

の
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。 

 

分 

館 

長  
 

丸
山 

啓
治(

上 

沢) 

主 
  

事 
  

瀧
澤 

 

茂(

中 

山) 

推
進
委
員 

高
塩 

秋
雄(

上 

沢) 

運
営
委
員 

冨
澤 

紀
幸(

上 

沢) 

運
営
委
員 

田
中 

孝
行(

干 

三) 

運
営
委
員 

大
窪 

 

渉(

本 

村) 

運
営
委
員 

渡
辺 

 

繁(

石
名
坂) 

運
営
委
員 

田
中 

貴
広(

中 

山) 
  

真人の風 
（令和 6年4月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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【 
お 

知 

ら 

せ 

】 
 

【開
催
決
定
】 

 

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド 

み
ん
な
で
作
る
花
街
道 

 

開 

催 

日 
   

５
月
２６
日(
日) 

 

集
合
場
所 

旧
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー
前 

 

真
人
ふ
れ
あ
い 

ウ
オ
ー
ク 

開 

催 

日 
   

６
月
２
日(

日) 

 
 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

後
日
公
民
館
真
人
分
館
か
ら
の
案
内
文 

書
で
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

市 

政 

懇 

談 

会 

開 

催 
 

宮
崎
市
長
か
ら
市
政
の
説
明
後
、「
市
長 

と
車
座
ト
ー
ク
」
で
小
千
谷
の
未
来
に
つ 

い
て
語
り
合
う
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ 

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 

○
真
人
里
地
地
区 

開
催
日
時 

令
和
６
年
５
月
２９
日(

水) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分
頃 

 

開
催
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

○
真
人
北
部
地
区 

開
催
日
時 

令
和
６
年
６
月
１３
日(

木) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分
頃 

 

開
催
場
所   

若
栃
集
落
セ
ン
タ
ー 

  

熊 

出 

没 

注 

意 

!! 
 

最
近
、
熊
の
出
没
情
報
が
増
え
て
い
ま 

す
。
熊
に
遭
遇
し
な
い

よ

う

、

安

全

対

策 

を
心
が
け
て
く
だ
さ 

い
。(

塚
田
秀
明
撮
影) 

図
書
入
れ
替
え 

  

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
１
階
交
流
ホ
ー 

ル
で
貸
出
し
て
い
る
図
書
が
入
替
え
と
な 

り
ま
し
た
。 

簡
易
な
手
続
き
で
貸
し
出
し
が
さ
れ
て
い 

ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

ガ
ソ
リ
ン
・軽
油
販
売
終
了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
田
屋
商
店 

   
真
人
町
本
村
の
原
田
屋
商
店
で
は
、
地 

下
タ
ン
ク
の
許
可
期
限
が
満
了
す
る
こ
と 

を
機
会
に
、
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の
販
売
に 

つ
い
て
令
和
６
年
５
月
２０
日
を
も
っ
て
終 

了
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
L

P
ガ
ス
と
白
灯
油
の
販
売 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
通
り
に
行
う 

と
し
て
お
客
様
へ
通
知
が
さ
れ
ま
し
た
。 

「
皆
様
に
は
長
い
間
ご
来
店
ご
愛
顧
い 

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い 

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
お 

礼
を
述
べ
、
継
続
す
る
販
売
に
つ
き
ま
し 

て
は
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

と
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。 

             

【 

高
場
山
の
植
物
発
刊 

】 
  

小
千
谷
の
自
然
を
愛
す
る
会(

会
長 

今 

井
隆
夫)

は
、
会
の
設
立
１０
周
年
を
記
念 

し
た
「
高
場
山
の
植
物
」
の
記
録
集
を
発 

刊
し
、
こ
の
度
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
へ 

記
録
集
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。 

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
交
流
館
で
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

         

真
人
遊
水
地
事
業 

 

 

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
信
濃
川 

河
川
事
務
所
が
進
め
る
、
真
人
町
下
タ
島 

地
内
の
遊
水
地
事
業
に
つ
い
て
は
、
3
月 

２
日(

土)

に
地
権
者
等
の
ほ
か
里
地
地
区 

の
町
内
会
長
へ
も
通
知
を
行
い
説
明
会
が 

開
催
さ
れ
、
調
査
や
先
行
す
る
工
事
を
行 

う
と
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。(

前
号
掲
載) 

今
ま
で
用
地
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
さ 

れ
て
い
た
対
策
委
員
の
内
容
以
外
の
地
域 

の
対
応
も
今
後
は
必
要
と
な
る
こ
と
か 

ら
、
事
前
に
住
民
に
全
戸
配
布
し
て
い
る 

会
報
誌
を
活
用
し
た
周
知
に
つ
い
て
、
事 

業
者
へ
提
案
を
行
っ
て
調
整
し
て
き
ま
し 

た
が
、
時
期
尚
早
と
の
こ
と
で
あ
り
、
３ 

月
号
に
続
き
４
月
号
に
も
掲
載
と
な
り
ま 

せ
ん
で
し
た
。 

 

地
域
と
の
関
係
性
が
求
め
ら
れ
る
時
期 

に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
が
進
め
る
今 

後
の
事
業
の
進
捗
と
動
向
に
留
意
し
て
い 

き
ま
す
。(

地
域
づ
く
り
支
援
員
渡
邊) 

中
山
沢
横
坑
箇
所

 
 

地 

盤 

陥 

没 
 
 

 
 

 
 

 

８０
年
前
の
国
鉄
工
事 

  

約
８０
年
前
の
国 

鉄
時
代
に
行
わ
れ 

た
小
千
谷
発
電
所 

に
導
水
す
る
ト
ン 

ネ
ル
工
事
の
真
人 

町
石
名
坂
地
内
の 

横
坑
工
事
の
埋
め 

戻
し
箇
所
に
お
い 

て
陥
没
が
あ
り
ま 

し
た
。 

 

当
時
の
施
工
機 

械
や
施
工
技
術 

は
現
在
と
大
き 

な
違
い
が
あ
り 

ま
す
が
、
大
工 

事
の
後
、
長
い 

年
月
を
経
て
空 

洞
化
が
進
み
大 

き
な
陥
没
が
発 

生
し
ま
し
た
。

人
身
事
故
や
建 

物
な
ど
の
被
害 

が
な
く
て
幸
い 

で
し
た
。 

  

          

左
は
当
時
の
画
像(

S

18
年) 

                  

【
編
集
後
記
】 

 

 

新
年
度
に
入
り
、
新
し
い
役
職
で
の
ス 

タ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
机
の
周
り
は 

変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
町
内
会
長
を 

始
め
各
種
の
団
体
役
員
も
変
わ
っ
て
い
ま 

す
。 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
の
策
定
か
ら
実
践
へ 

移
行
し
て
2
年
目
に
入
り
ま
す
。
行
政
側 

の
支
援
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
僅
か
な
が 

ら
人
事
異
動
で
の
担
当
替
え
が
あ
り
ま
し 

た
が
、
地
域
で
携
わ
る
方
に
つ
い
て
は
継 

続
し
て
お
願
い
を
し
、
会
議
案
内
を
し
た 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
継
続
し 

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
時
間 

の
空
白
な
く
進
め
て
い
き
ま
す
。
是
非
新 

し
い
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
も
歓
迎
で
す
の 

で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま 

す
。(

渡
邊) 

 

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
っと
! 

  

3.28撮影 ３．２８撮影 


